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岡山大学方式 人工網膜
他施設が開発している人工網膜は
電極の集合体を使った方式であるの
に対し、岡山大学方式は光電変換色素
をポリエチレン・フィルムの表面に化学
結合させています。このため薄く、柔らかいので、丸めて
眼球内の網膜下に挿入できます。電極からの電流の出力で
はなく、光電変換色素分子による電位差の出力によって近
接する網膜神経細胞を刺激するのが大きな特徴です。
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▲記念対談の様子
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◀福武純子氏（右）から
　目録を受け取る
　森田学長

「Junko Fukutake Hall」が
鹿田地区にオープン
地域に開かれた大学を目指し、人が集う場に

福
武
教
育
文
化
振
興

財
団
副
理
事
長
の
福
武
純

子
氏
の
寄
付
で
岡
山
大
学

鹿
田
地
区
に
完
成
し
た

「Junko Fukutake H
all

」

（
通
称
：
J
ホ
ー
ル
）
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
式
典
が
11

月
10
日
、
同
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
た
。
岡
山
大
学
の

森
田
潔
学
長
は
、「
シ
ン

ボ
リ
ッ
ク
で
人
が
集
ま
る

ホ
ー
ル
の
完
成
は
、
本
学

が
岡
山
の
誇
れ
る
大
学
に

な
る
第
一
歩
。
こ
こ
か
ら

世
界
一
を
目
指
し
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

J
ホ
ー
ル
は
、
建
築
界
の
ノ
ー
ベ

ル
賞
と
称
さ
れ
る
プ
リ
ツ
カ
ー
賞
を

受
賞
し
、
仏
・
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
別

館
な
ど
を
手
が
け
た
建
築
家
ユ
ニ
ッ

ト
「
S
A
N
A
A
（
サ
ナ
ア
）」
の

設
計
。
白
を
基
調
と
し
た
ガ
ラ
ス
張

り
の
開
放
的
な
ホ
ー
ル
で
、
大
き
く

張
り
出
し
た
軒
が
建
物
内
と
外
の
中

間
領
域
を
作
り
、
四
方
に
広
が
っ
て

い
く
空
間
が
特
徴
。『
地
域
に
開
か

れ
た
大
学
』
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
お

り
、
医
学
部
正
門
を
入
っ
て
す
ぐ

西
に
位
置
し
て
い
る
。
傾
斜
の

異
な
る
７
枚
の
屋
根
の
下
に

は
、
カ
ー
テ
ン
で
ゆ
る
や

か
に
仕
切
る
こ
と
が
で
き

る
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル
や

小
ホ
ー
ル
、
コ
モ
ン
ズ
ス

ペ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
た
。

中・四国地方初の
脳死心臓移植が無事終了

国内４例目

言語カフェ「L-café」
来場者が1万人を突破

▲連携して研究に取り組む内田准教授（左）と松尾准教授

▲ヘリコプターで到着した心臓を運ぶスタッフ

式
典
に
は
、
福
武
氏
を
は
じ
め
大

森
雅
夫
岡
山
市
長
、「
S
A
N
A
A
」

の
妹
島
和
世
氏
、
西
沢
立
衛
氏
、
森

田
学
長
ら
約
１
５
０
人
が
出
席
。
福

武
氏
か
ら
森
田
学
長
に
目
録
が
贈
ら

れ
、「
合
理
的
で
寛
容
で
ボ
ー
ダ
レ

ス
な
出
会
い　

自
由
で
愉
快
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
誘
発
す
る
場

　

セ
レ
ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ
を
生
み
出
す

場
」
と
い
う
福
武
氏
の
願
い
が
込
め

ら
れ
た
銘
板
の
除
幕
を
行
っ
た
。
人

と
人
と
の
素
晴
ら
し
い
出
会
い
を
意

味
す
る
と
い
う
〝
セ
レ
ン
デ
ィ
ピ

テ
ィ
〟
は
、
同
ホ
ー
ル
の
根
幹
を
為

す
願
い
。
ベ
ネ
ッ
セ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
取
締
役
会
長
の
福
武
總
一
郎
氏

が
「
こ
れ
か
ら
の
岡
山
大
学
へ
期
待

す
る
事
」
と
題
し
て
講
演
し
た
ほ
か
、

福
武
純
子
氏
と
森
田
学
長
、
妹
島
氏
、

西
沢
氏
に
よ
る
記
念
対
談
、
岡
山
大

学
病
院
の
肺
移
植
チ
ー
フ
・
大
藤
剛

宏
准
教
授
の
講
演
が
あ
り
、
出
席
者

ら
は
熱
心
に
聴
講
し
た
。 

岡
山
大
学
病
院
は
12
月
７
日
、
拡

張
型
心
筋
症
の
10
代
少
女
に
脳
死
下

心
臓
移
植
手
術
を
行
い
、
無
事
終
了

し
た
。（
ド
ナ
ー
：
10
代
男
児
、
提

供
施
設
：
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー
）
中
・

四
国
地
方
で
の
脳
死
下
心
臓
移
植
手

術
は
初
め
て
で
、
15
歳
未
満
の
子

ど
も
か
ら
の
脳
死
移
植
は
国
内
４
例

目
。手

術
は
、
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合

研
究
科
の
佐
野
俊
二
教
授
（
心
臓
血

管
外
科
学
）
ら
移
植
チ
ー
ム
に
よ
る

約
30
人
体
制
で
、
同
日
午
前
８
時
35

分
か
ら
11
時
57
分
ま
で
実
施
。 

手
術

後
の
会
見
で
、
佐
野
教
授
は
、「
提

供
さ
れ
た
臓
器
の
状
態
が
非
常
に
良

か
っ
た
。
拒
絶
反
応
や
感
染
症
な
ど

に
細
心
の
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る

が
、
順
調
に
回
復
す
れ
ば
２
、３
カ 

月
後
に
退
院
で
き
る
見
込
み
」
と
話

し
た
。
少
女
は
、
拡
張
型
心
筋
症
の

た
め
、
内
科
的
治
療
の
限
界
に
よ
り

移
植
の
方
法
し
か
な
い
と
判
断
し
、

２
０
１
１
年
７
月
に
臓
器
移
植
ネ
ッ 

ト
ワ
ー
ク
に
登
録
、
待
機
し
て
い
た
。

こ
れ
ま
で
３
例
あ
る
15
歳
未
満
の

子
ど
も
か
ら
の
脳
死
心
臓
移
植
は
、

東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
と
大
阪

大
学
医
学
部
附
属
病
院
で
行
わ
れ
て

い
る
が
、
岡
山
大
学
病
院
で
の
手
術

が
無
事
に
実
施
さ
れ
た
こ
と
で
、
中
・

四
国
地
方
に
住
む
同
じ
よ
う
な
状
況

の
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
遠
方
へ
治
療

に
赴
く
経
済
的
・
精
神
的
負
担
が
軽

減
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

言
語
学
習
や
異
文
化
交
流
を
行
う

こ
と
を
目
的
に
２
０
１
３
年
５
月
、

岡
山
大
学
津
島
地
区
に
開
設
さ
れ
た

言
語
カ
フ
ェ
「L-café

」
の
来
場
者

が
1
万
人
を
突
破
し
た
こ
と
を
記

念
し
10
月
23
日
、「L-café

来
場
者

一
万
人
お
め
で
と
うParty

」
が
同

所
で
開
催
さ
れ
た
。

森
田
潔
学
長
や
阿
部
宏
史
教
育
担

当
理
事
を
は
じ
め
、
留
学
生
や
教
職

員
ら
約
60
人
が
参
加
。
森
田
学
長
が
、

「
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
学
生
が
学
び
を

共
有
し
、
世
界
の
知
が
集
結
す
る
場

と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と

あ
い
さ
つ
し
、
1
万
人
目
の
来
場
者

の
谷
脇
理
史
さ
ん
（
経
済
学
部
1
年
）

に
記
念
品
を
手
渡
し
た
。
日
ご
ろ

L-café

を
利
用
す
る
学
生
ら
は
、
合

言
葉
「D

on't be shy

」
と
書
か
れ

た
T
シ
ャ
ツ
を
着
用
し
、
授
業
や
課

外
活
動
でL-café

を
ア
ピ
ー
ル
。
イ

ベ
ン
ト
後
半
のA

fternoon tea

タ

イ
ム
で
は
、
留
学
生
や
日

本
人
学
生
が
森
田
学

長
ら
を
囲
ん
で

英
語
で
積
極
的

に
交
流
し
た
。

心臓移植手術の様子▼

「
岡
山
大
学
方
式 

人
工
網
膜
」

は
、
２
０
０
４
年
の
「
い
ち
ょ
う
並

木
」
22
号
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
あ

れ
か
ら
10
年
近
く
、
医
学
部
と
工
学

部
と
の
「
医
工
連
携
」
で
研
究
を
進

め
、
工
学
部
で
改
良
を
重
ね
て
最
終

完
成
製
品
を
製
造
し
て
い
ま
す
。
患

者
さ
ん
に
参
加
い
た
だ
く
治
験
の
入

口
ま
で
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。
今
年

４
月
に
岡
山
大
学
病
院
が
厚
生
労
働

省
の
臨
床
研
究
中
核
病
院
に
選
定
さ

れ
、「
岡
山
大
学
方
式 

人
工
網
膜
」

は
、
こ
の
事
業
の
中
で
「
医
師
主
導

治
験
」
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
動
き
に
注
目
し
て
く
だ
さ
っ
た

網
膜
色
素
変
性
の
患
者
会
か
ら
の
依

頼
で
12
月
１
日
、
医
歯
薬
学
総
合
研

究
科
（
医
）
の
松
尾
俊
彦
と
自
然
科

学
研
究
科
（
工
）
の
内
田
哲
也
が
人

工
網
膜
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

臨
床
に
つ
い
て
は
眼
科
医
で
あ
る
松

尾
、
製
造
に
つ
い
て
は
高
分
子
材
料

学
が
専
門
で
あ
る
内
田
が
話
し
ま
し

た
。
こ
う
し
た
講
演
会
は
今
年
2
回

目
で
、
こ
の
日
も
、
患
者
さ
ん
や
ご

家
族
か
ら
熱
心
な
質
問
を
多
く
い
た

だ
き
、
人
工
網
膜
に
寄
せ
ら
れ
る
強

い
希
望
を
感
じ
ま
し
た
。
岡
山
大
学

が
持
つ
知
の
蓄
積
と
人
の
輪
で
、
医

師
主
導
治
験
を
進
め
、
こ
の
期
待
に

応
え
た
い
と
思
い
つ
つ
、
帰
路
に
着

き
ま
し
た
。

寄 稿文●松尾俊彦／医歯薬学総合研究科（医）准教授
　　内田哲也／自然科学研究科（工）准教授 Contribution

医
者
と
工
学
者
が

二
人
三
脚


